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四
月
四
日（
土
）に
池
田
町
商

工
会
主
催
の
「
ひ
な
市
」
が
、池

田
町
交
流
セ
ン
タ
ー「
か
え
で
」

東
側
広
場
で
開
催
さ
れ
、
生
坂

村
観
光
協
会
で
は
、
特
産
品
の

販
売
を
行
い
ま
し
た
。

　
当
日
は
、女
・
人
竹
っ
こ
く
ら

ぶ
の「
竹
っ
こ
お
や
き
」や「
お

い
し
ん
棒
」、
か
あ
さ
ん
家
の

「
お
ま
ん
じ
ゅ
う
」
や
「
お
か
ら

ド
ー
ナ
ツ
」
な
ど
を
販
売
し
ま

し
た
。

　
令
和
二
年
度
よ
り
猟
友
会
へ

入
会
し
有
害
鳥
獣
捕
獲
活
動
に

従
事
し
て
い
た
だ
け
る
方
の
狩

猟
免
許
取
得
や
更
新
に
か
か
る

一
部
経
費
に
対
し
て
補
助
を
実

施
し
て
い
ま
す
。

補
助
内
容
は
、
免
許
受
験
申

請
手
数
料
と
免
許
更
新
手
数
料

に
対
し
て
全
額
を
補
助
し
ま
す
。

本
年
度
の
松
本
地
区
狩
猟
免

許
試
験
は
、
次
の
と
お
り
予
定

し
て
い
ま
す
の
で
、
受
講
を
希

望
さ
れ
る
方
は
、
松
本
地
域
振

興
局
林
務
課
林
務
係（
☎
四
〇-

一
九
二
六
）ま
で
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。（
第
一
回
は
受
付
が

終
了
し
て
い
る
可
能
性
が
あ
り

ま
す
の
で
ご
了
承
く
だ
さ
い
。）

　※
令
和
八
年
度
の
狩
猟
免
許
試

験
に
つ
い
て
は
、
中
止
や
日

程
等
の
変
更
を
す
る
場
合
が

あ
り
ま
す
の
で
あ
ら
か
じ
め

ご
承
知
お
き
く
だ
さ
い
。

沢
山
の
お
客
様
に
お
買
い
求

め
い
た
だ
き
、
お
や
き
や
お
ま

ん
じ
ゅ
う
は
数
多
く
準
備
し
ま

し
た
が
、
午
前
中
で
完
売
と
な

り
ま
し
た
。

生
坂
村
の
他
に
も
、
各
地
か

ら
キ
ッ
チ
ン
カ
ー
な
ど
が
出
店

し
、大
変
賑
わ
っ
て
い
ま
し
た
。

生
坂
村
観
光
協
会
で
は
、
今

後
も
村
の
宣
伝
、
Ｐ
Ｒ
活
動
を

進
め
、
生
坂
村
の
魅
力
発
信
に

努
め
て
い
き
ま
す
。

行
政
に
関
す
る
身
近
な
相
談

相
手
と
し
て
、
行
政
相
談
委
員

制
度
が
あ
り
ま
す
。

行
政
相
談
委
員
は
、
国
を
は

じ
め
と
す
る
全
て
の
行
政
に
対

す
る
苦
情
、行
政
の
仕
組
み
や
手

続
き
に
関
す
る
問
い
合
わ
せ
な

ど
の
相
談
を
受
付
け
、助
言
を
行

い
、あ
る
い
は
関
係
行
政
機
関
に

対
す
る
通
知
を
す
る
こ
と
で
、問

題
の
解
決
を
促
進
し
て
い
ま
す
。

行
政
相
談
委
員
は
、総
務
大
臣

か
ら
委
嘱
さ
れ
た
民
間
有
識
者

で
、無
報
酬
で
活
動
さ
れ
て
い
ま

す
。生
坂
村
で
は
吉
澤
禮
一（
上
生

坂
）さ
ん
が
就
任
さ
れ
て
い
ま
す
。

そ
の
行
政
相
談
委
員
が
相
談

を
受
付
け
る
行
政
相
談
所
を
、

生
坂
村
で
も
毎
年
開
設
し
て
お

り
、今
年
も
六
月
と
一
〇
月
に
予

定
し
て
い
ま
す
。
相
談
は
無
料

で
、秘
密
は
守
ら
れ
ま
す
。お
気

軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

◆
六
月
の
行
政
相
談

日
時
　
六
月
一
八
日（
木
）午
前

一
〇
時
か
ら
午
後
二
時
ま
で

場
所
　
若
者
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ

ン
タ
ー
研
修
室

池
田
町

　ひ
な
市
に
出
店
し
ま
し
た

池
田
町

　ひ
な
市
に
出
店
し
ま
し
た

狩
猟
免
許
の
取
得
・
更
新

狩
猟
免
許
の
取
得
・
更
新

を
予
定
す
る
皆
様
へ

を
予
定
す
る
皆
様
へ

行
政
相
談
所
開
設
の

行
政
相
談
所
開
設
の

お
知
ら
せ

お
知
ら
せ

資料免許試験及び初心者講習会

初心者講習会 狩猟免許試験 備考

第1回 令和8年6月13日（土） 令和8年6月20日（土） 会場：松本合同庁舎 

第2回 令和8年8月22日（土） 令和7年8月29日（土） 会場：松本合同庁舎

第4回 令和9年2月6日（土） 令和9年2月13日（土） 会場：梓川公民館
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ࢠ
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ɾ
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ҭ
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ԉ
ۚ
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全
ੈ
୅
や
ا
ۀ
の
み
な
さ
ま

か
ら
ҩ
ྍ
อ
ݥ
料
と
ซ
せ
て
ࢧ

ԉ
ۚ
を
ڌ
出
い
た
だ
き
、
ࢠ
ど

も
や
ࢠ
ҭ
て
ੈ
ଳ
を
ࣾ
会
全
ମ

で
Ԡ
ԉ
す
る
仕
組
み
で
す
。

օ
さ
ま
か
ら
い
た
だ
い
た
ࢧ

ԉ
ۚ
は
ࣇ、
ಐ
手
当
の
֦
ॆ
、೛

්
の
た
め
の
ࢧ
ԉ
څ
付
な
ど
、

ࢠ
ҭ
て
ੈ
ଳ
に
対
す
る
څ
付
の

ࡒ
ݯ
と
な
り
ま
す
。

ừ
ࢠ
Ͳ
΋
ɾ
ࢠ
ҭ
ͯ
ࢧ
ԉ
ۚ

 

の
ೲ
Ί
ํ
Ử

　
令
和
八
年
度
か
ら
、
従
དྷ
の

国
民
݈
߁
อ
ݥ
੫（
ҩ
ྍ
෼
・
後

ظ
ߴ
ྸ
者
ࢧ
ԉ
ۚ
෼
・
հ
ޢ
ೲ

付
ۚ
෼
）に
Ճ
え
て
ࢠ
ど
も
・
ࢠ

ҭ
て
ࢧ
ԉ
ೲ
付
ۚ
෼
も
ซ
せ
て

ೲ
め
て
い
た
だ
く
こ
と
に
な
り

ま
す
。

ෛ
୲
額
は
所
得
や
ੈ
ଳ
ߏ
੒

に
Ԡ
じ
て
ҟ
な
り
ま
す
の
で
、

六
月
中
०
に
ૹ
付
す
る
ೲ
੫
通

知
ॻ
を
ご
֬
ೝ
く
だ
さ
い
。

な
お
、
令
和
八
年
度
の
੫
཰

は
Լ
ද
の
と
お
り
で
す
。

ࠃ
ຽ
݈
߁
อ
ݥ
੫
に
ủ
ࢠ

ࠃ
ຽ
݈
߁
อ
ݥ
੫
に
ủ
ࢠ

Ͳ
΋
・
ࢠ
ҭ
ͯ
ࢧ
ԉ
ೲ
෇

Ͳ
΋
・
ࢠ
ҭ
ͯ
ࢧ
ԉ
ೲ
෇

ۚ
෼
Ứ
͕
Ճ
ࢉ
͞
Ε
ま
す

ۚ
෼
Ứ
͕
Ճ
ࢉ
͞
Ε
ま
す

ʲ令和̔年౓ࠃ民݈߁อݥ੫ͷ੫཰ʳ
۠ɹ෼ ॴಘׂ ౳ׂۉ ౳ׂۉҎ্ࡀ18 ฏ౳ׂ લ年౓ൺֱ

ҩྍڅ෇෼ 6�8� 23
000ԁ ʕ 20
800ԁ ਾ͑ஔ͖
ԉۚ෼ࢧ者ྸߴظޙ 2�2� 7
400ԁ ʕ 6
�00ԁ ਾ͑ஔ͖

հޢೲ෇ۚ෼ 1�8� 8
000ԁ ʕ �
300ԁ ਾ͑ஔ͖
ԉೲ෇ۚ෼ࢧҭͯࢠͲ΋ɾࢠ 0�2� 900ԁ 100ԁ 900ԁ ৽ઃ

ԉೲ෇ۚ෼͸ɺैࢧҭͯࢠͲ΋ɾࢠ˞ དྷͷࠃอ੫ͱ同༷ʹɺඃอݥ者ͷॴಘ΍ਓ਺ͳͲʹԠͯ͡ࢉग़͞Ε·͢ɻ
ͳ͓ɺ18ࡀະຬͷࢠͲ΋（18ࡀʹୡ͢Δ日Ҏ߱࠷初ͷ̏月31日·ͰͷࢠͲ΋）͸ɺࢠͲ΋ɾࢠҭͯࢧԉೲ෇ۚ෼ͷۉ
౳ֹׂ͕10ׂܰ͞ݮΕɺͦ ͷܰݮ૬౰෼Λ18ࡀҎ্ͷඃอݥ者ʹ҈෼ͯ͠ෛ୲͍͖ͨͩ·͢ɻ

ʲ͓໰͍合Θͤ ɹr݈߁෱ࢱ՝（݈؅߁ཧηϯλʔ）ɹὸ ̒ ̕ʵ̏̑̌̌
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˙
ͻ
͖
͜
΋
Γ
ͱ
͸

ひ
き
こ
も
り
は
、
さ
ま
͟
ま

な
ཧ
༝
か
ら
ࣾ
会
と
の
関
わ
り

が
೉
し
く
な
り
、
家
ఉ
を
中
৺

に
生
活
し
て
い
る
ঢ়
ଶ
を
ࢦ
し

ま
す
。

ଵ
け
て
い
る
、
؁
え
て
い
る

と
い
っ
た
こ
と
で
は
あ
り
ま
せ

ん
。年
ྸ
や
性
ผ
に
関
係
な
く
、

୭
に
で
も
ى
こ
り
得
る
こ
と
で

す
。

˙
ͻ
͖
͜
΋
Γ
の
എ
ܠ

　
ひ
き
こ
も
り
の
എ
ܠ
に
は
、

次
の
よ
う
な
ཁ
Ҽ
が
ॏ
な
っ
て

い
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

・
ֶ
ߍ
や
৬
場
で
の
つ
ま
ͣ
き

・
人
間
関
係
の
೰
み

・
৺
身
の
ෆ
ௐ

・
家
ఉ
؀
ڥ
や
生
活
上
の
ࠔ
り

ご
と

˙
େ
੾
ʹ
͠
ͨ
͍
ࢹ
఺

　
ひ
き
こ
も
り
ࢧ
ԉ
で
大
੾
な

の
は
、「
無
ཧ
に
֎
に
出
さ
せ
る

こ
と
」
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

・
そ
の
人
の
気
࣋
ͪ
や
ϖ
ー
ε

を
ଚ
ॏ
す
る
こ
と

・
҆
৺
で
き
る
関
係
ͮ
く
り
を

大
੾
に
す
る
こ
と

・
খ
さ
な
変
Խ
を
一
ॹ
に
ت
ぶ

・
ো
が
い
に
関
す
る
こ
と
・
ਫ਼

ਆ
త
な
ෆ
ௐ
に
関
す
る
こ
と

݈
߁
෱
ࢱ
課

（
☎
六
九-

ࡾ
ޒ
〇
〇
）

・
ひ
き
こ
も
り
に
関
す
る
相

談・他
の
相
談
ઌ
が
知
り
た
い

௕
໺
ݝ
ひ
き
こ
も
り
ࢧ
ԉ
セ

ン
タ
ー

（
☎
〇
二
六-

二
六
六-

〇
二
八
〇
）

・
こ
こ
Ζ
の
݈
߁
や
ひ
き
こ
も

り
に
関
す
る
相
談

松
本
อ
݈
෱
ࢱ
事
務
所

（
☎
四
〇-

一
九
ࡾ
八
）

˙
ひ
き
こ
も
り
は
、
回
෮
ま
で

の
ಓ
の
り
も
ひ
と
そ
れ
ͧ
れ
で

す
。
村
は
、
本
人
、
家
଒
、
地
域

が
つ
な
が
り
、「
そ
の
人
ら
し
い

生
活
」
を
一
ॹ
に
ߟ
え
て
い
く

こ
と
を
大
੾
に
し
て
い
ま
す
。

　
ひ
と
り
で
೰
ま
ͣ
、
ま
ͣ
は

ご
相
談
く
だ
さ
い
。

こ
と

　「
今
は
動
け
な
い
」
ঢ়
ଶ
も
、

そ
の
人
な
り
の
ਫ਼
一
ഋ
で
す
。

˙
͝
Ո
଒
の
ํ
΁

　
ご
家
଒
も
ま
た
、
೰
み
や
ෆ

҆
を
๊
え
が
ͪ
で
す
。

「
ど
う
઀
す
れ
͹
い
い
の
か

わ
か
ら
な
い
」

「
ক
དྷ
が
৺
഑
」

　
そ
ん
な
ࢥ
い
を
ひ
と
り
で
๊

え
ࠐ
Ή
ඞ
ཁ
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　
相
談
す
る
こ
と
は
、
本
人
の

た
め
だ
け
で
は
な
く
、
ご
家
଒

ࣗ
身
を
守
る
こ
と
に
も
つ
な
が

り
ま
す
。

˙
ଜ
の
相
談
૭
ޱ
ʹ
ͭ
͍
ͯ

　
当
村
で
は
、
ひ
き
こ
も
り
に

関
す
る
相
談
を
お
受
け
し
て
い

ま
す
。

・
本
人
か
ら
の
相
談

・
ご
家
଒
か
ら
の
相
談

・
近
ྡ
、
関
係
者
か
ら
の
相
談

秘
密
は
守
ら
れ
ま
す
。

ừ
相
談
૭
ޱ
Ử

・
ࢠ
ど
も
の
ひ
き
こ
も
り
・
ෆ

ొ
ߍ
に
関
す
る
こ
と

ڭ
ҭ
委
員
会

（
☎
六
九-

二
〇
八
ࣣ
）

ひ
ͱ
Γ
Ͱ
೰
ま
な
͍

ひ
ͱ
Γ
Ͱ
೰
ま
な
͍  

Ổ
ひ
͖
͜
΋
Γ
に
ͭ
͍
ͯ
ߟ
͑
る
Ổ

Ổ
ひ
͖
͜
΋
Γ
に
ͭ
͍
ͯ
ߟ
͑
る
Ổ

■開札結果（4月）� （単位：千円）

担当課
入札日 種別 事　業　名 実施・納品

場所 落�札�業�者 落札価格
（税抜）

振興課
4月7日 業務 令和8年度生坂村簡易水道水質検査業務 生坂村 環境未来株式会社 1,390

振興課
4月13日 工事 令和8年度緊急自然災害防止対策事業

（道路防災）法面対策工事
生坂村
小立野 有限会社石川組 2,650

振興課
4月13日 工事 令和8年度緊急自然災害防止対策事業

（道路防災）道路施設改修工事
生坂村
日岐 有限会社石川組 4,050

振興課
4月13日 工事 令和8年度緊急自然災害防止対策事業

（道路防災）舗装修繕工事
生坂村
長谷久保 有限会社中山組 2,200

教育委員会
４月21日 購入 令和8年度生坂小学校スクールバス購入

事業 生坂小学校 （有）GARAGE　
IKUSAKA 8,823

総務課
4月22日 工事 令和8年度生坂村脱炭素先行地域事業木

質バイオマス燃料製造設備建設工事
生坂村
上生坂 平林建設株式会社 26,200
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生活習慣病等の早期発見、重病化防止を目的とし被保険者の健康保持・増進を図るため、人間

ドック・脳ドックの費用の一部を助成します。

実 施 期 間

助成対象者
● 生坂村国民健康保険被保険者

※脳ドックは、令和８年度中に 35・40・45・50・55・60・65・70

歳となる方

● 長野県後期高齢者医療の被保険者

● 村税及び後期高齢者医療保険料の滞納がない方

助 成 額
● 日帰りドック ２５，０００円

● 一 泊 ド ッ ク ３０，０００円

● 脳 ド ッ ク １０，０００円

※助成金の申請は、人間ドック・脳ドックそれぞれ年１回までです。

※脳ドックの助成は、特定健診項目を満たした健診または人間ドッ

クを受診した方に限ります。

申 請 方 法
ドック受診後、次の書類等を添えて健康福祉課または住民課へ申請し

てください

☑人間ドック脳ドック助成金交付申請書兼請求書

☑領収書

☑振込口座のわかるもの

☑印鑑

☑資格確認書または資格情報のお知らせ

☑人間ドック・脳ドック受診結果

☑健康診査問診票

助成券制度について

北アルプス医療センターあづみ病院での人間ドック受診に限り、窓口で支払う

自己負担額（受診料）が少なくて済む、助成券制度があります。

助成券を利用される場合は、受診日の２週間前までに健康福祉課または住民課

で手続きを行ってください。

マイナンバーカードが健康保険証
として利用できます！
(利用するには登録手続きが必要です)

まだお持ちでない方はぜひ取得し
てご利用ください。

生坂村国民健康保険・後期高齢者医療

人間ドック・脳ドック助成金制度のご案内
問い合わせ：健康福祉課（☏０２６３－６９－３５００）

住民課（☏０２６３－６９－３１１３）

令和８年４月１日（水） ～ 令和９年３月３１日（水）
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所得制限撤廃、高校生まで延長

第3子以降3万円

両親が育休取得した場合に

手取り10割相当支給

育児中に時短勤務をする場合に

時短勤務時の賃金の10％を支給

○試行的事業 ○法律に基づく 保育所等に通っていないこどもの

　新たな給付制度 保護者が月10時間利用可能

フリーランスの方の育児期間中の

年金保険料免除

2万１千円

※118自治体実施

令和７年度

○法律上制度化

※自治体の判断で実施

※259自治体実施予定 ※全自治体で実施

小
学
校

　「子ども・子育て支援法等の一部を改正する法律（令和６年法律第47号）」により、子育てを社会
全体で支えるため、令和８年度から子ども・子育て支援金制度が始まりました。
　後期高齢者医療制度においても、保険料と併せて子ども・子育て支援金を納めていただき、これを
財源に子育て世帯への支援を行い、少子化に歯止めをかけ、日本の未来を支えるための制度です。

国年育児中保険料免除
（R8.10から制度開始）

　後期高齢者医療制度の保険料率は、医療給付費等を推計して２年ごとに見直されます。
　長野県における令和８・９年度保険料率は、後期高齢者の増加や医療費の伸びに加え、現役世代
の負担を抑えるための国の制度改正により、次のとおり増額改定することになりました。
　お一人おひとりの保険料額は６月下旬に決定し、７月以降に村から決定通知書によりお知らせし
ます。
　皆さまのご理解とご協力をお願いします。

令和８・９年度

子ども・子育て支援
納付金賦課額 ※新設

1,339円

0.25%

令和６・７年度
基礎賦課額

48,827円

8.80%

令和８年度令和６年度 （R7.4から支給開始）

こども誰でも通園制度
（R8.4から給付化）

育休手取り10割
（R7.4から支給開始）

時短勤務給付

子育て支援の拡充

妊娠・出産時に合計10万円給付

児童手当の拡充

（R6.10から支給開始）

妊婦10万円給付

（R7.4から支給開始）

幼稚園

保育所、認定こども園等

な
し

５歳

あ
り

０歳件条 労就 １歳 ２歳

こども誰でも通園制度
[月10時間通園できる]

こども誰でも通園制度（概要）

６歳４歳３歳

85万円

均等割額

所得割率

賦課限度額

44,365円

9.45%

80万円

齢者医療制度のお知らせです
令和８・９年度の保険料率が決まりました

子 ど も ・ 子 育 て 支 援 納 付 金 賦 課 額

＋ ＝
0.25％

(所得－43万円)×
8.80％

限度額は87万1千円
48,827円

1,339円

基礎賦課額

子ども‣子育て賦課額
子ども‣子育て賦課額

基礎賦課額

※　給与所得者等の数とは、世帯内の被保険者と世帯主のうち、55万円を超える給与収入を有する方
　　の数と公的年金等の収入が125万円（その方が65歳未満の場合は60万円）を超える方の数（給与所
　　得を有する方を除く）の合計をいいます。

　低所得者に配慮するため、基礎賦課額の均等割の7割軽減について、7.2割軽減として軽減額
を拡充します。

軽減割合(軽減後の均等割額)
令和８・９年度

子ども・子育て支援
納付金賦課額

７割軽減
（401円／年）

　後期高齢者医療における医療費の負担割合は、後期高齢者負担率によって定められていま
す。後期高齢者の医療給付費を後期高齢者と現役世代で公平に支え合うため、「後期高齢者一
人当たりの保険料」と「現役世代一人当たりの後期高齢者支援金」の伸び率が同じになるよう
に令和６年度に制度改正が行われました。これにより長野県の後期高齢者医療制度では、後期
高齢者交付金（若い世代からの支援金）は前回の後期高齢者負担率で算定した場合より約40億
円減少します。

　出産育児一時金の支給費用の一部を、現役世代だけでなく後期高齢者医療制度も支援（拠
出）する仕組みです。令和６年度に導入されましたが、激変緩和措置の終了により、長野県後
期高齢者医療では２年間で約５億円負担が増加します。

　決算剰余金の活用（50億円）と、長野県が管理している財政安定化基金からの拠出（13億
円）を受けることで、保険料率の増加抑制を図りました。

５割軽減
（24,413円／年）

２割軽減
（39,061円／年）

２割軽減
（1,071円／年）

５割軽減
（669円／年）

７.２割軽減
（13,671円／年）

基礎賦課額
世帯内の被保険者と世帯主の前年の総所得金額等を合計した額

　診療報酬の改定が、12年ぶりに全体でプラス改定となりました。その影響もあり、今
回の改定における一人当たり医療費の対前年度伸び率は3.28%となり、医療費の増加が
予想されます。

所得の低い方については、均等割額の軽減措置があります。

43万円＋10万円×（給与所得者等の数※－１）以下の場合

43万円＋（31万円×世帯の被保険者数）

　　　　　＋10万円×（給与所得者等の数※－１）以下の場合

43万円＋( 57万円 ×世帯の被保険者数）

　　　　　＋10万円×（給与所得者等の数※－１）以下の場合

保 険 料

≪お問い合わせ先≫

生坂村役場住民課生活環境係 電話 ０２６３－６９－３１１３

または、長野県後期高齢者医療広域連合 電話 ０２６－２２９－５３２０

保 険 料 上 昇 の 主 な 原 因

保 険 料 の 増 加 抑 制
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日 月 火 水 木 金 土 
31 11  22  33  44  55  66  

77  88  99  1100  1111  1122  1133  
1144  1155  1166  1177  1188  1199  2200  

2211  2222  2233  2244  2255  2266  2277  
2288  2299  3300  1 2 3 4 

2026 年 6 月 利用カレンダー 
℡℡ 6 9 - 3 0 5 0 

開館／月～金＝10時～18時  土曜日＝10時～17時 
休館／毎週日曜日、祝日、毎月第３金曜日、年末年始、蔵書整理期間等 

※※      ・・・図書室の休館日 
※※      ・・・17時閉館 

 不定期で本との思い出を寄稿していただいている「わたしと本」。 

 今回は、四月から生坂小学校で司書としてお仕事をされている「田田村村  葵葵さ

んに文章を寄せていただきました。 

わたしと本        生坂小学校 司書 田村
た む ら

 葵
あおい

 さん 

 ですがいくら頭を悩ませておすすめした本でも子どもたち自身が見つけて夢中になった本には勝てません。
私もその中の一人です。 
 そんな小学生の私が見つけて今でも読み返す本を紹介させていただきます。 
『菜の子先生がやってきた！』富安陽子/著、ＹＵＪＩ/絵（福音館書店）です。 
ふらっと現れては学校を摩訶不思議な空間へと変え、気が付くといなくなっている「菜の子先生」。 
会おうと思って会える先生ではありません。運が良ければ会える先生なのです。 
小学生のときに読んでいるのと、成長した今読んでみるのとではかなり印象が違います。 
「かつて子どもだった大人のみなさん」にこそ読んで欲しい一冊かもしれません。 
様々な経験を経て母校である生坂小学校に戻ってきた今、未だに菜の子先生に運が良ければ会えないかなと思
っているのは子どもたちには内緒です。 
  

『『菜菜のの子子先先生生ががややっっててききたた！！    

学学校校ふふししぎぎ案案内内●●つつむむじじ風風

のの一一学学期期』』 富安 陽子/著 

（福音館書店） 

 4 月から生坂小中学校の学校司書としてお世話になっております、 
田村葵と申します。 
子どもたちが成長したときに 1 冊でも「あの本おもしろかった。」と思い出せる本
を見つけるお手伝いができたらと思っています。 
 「勉強より本が好き。」私自身、典型的な本の虫として成長しました。図書館に
行って先生に一番に放つ言葉は一つだけ。「おもしろい本ないの？」言われる側に
なった今、その言葉がどれだけ頭を悩ませるものなのか、身を持って痛感してい
ます。 

● 本好きさんにきいてみました 

●  Q1.最近読んでおもしろかった本はなんですか？ 

Q2.子どもの頃は【本の虫】だったそうですが、それに 

それにまつわるエピソードを教えて下さい 

『名探偵のままでいて』小西 マサテル/著（宝島社）です。 

おじいちゃんがかっこよく、爽快感のあるお話でした。 

本を読んでいると夢中になってしまって、どれだけ呼ば 

れても気が付かず、揺すられてやっと気がつく、という 

感じでした。 

 ↑児童館で児童とパシャリ           
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一一般般書書  

■白雪姫と五枚の絵 ぎんなみ商店街の事件簿 2 

（井上 真偽） 

■青天             （若林 正恭） 

■謎の香りはパン屋から 2    （土屋 うさぎ） 

■最後の一色 上・下        （和田竜） 

■フラダン            （古内一絵） 

■やりたいことが見つかる 世界の果てのカフェ 

（ジョン・ストレルキー） 

（高尾美穂） 

■あの人と、あのとき、食べた。 （椹野道流） 

■お悩み相談 そんなこともアラーナ 

（ヨシタケ シンスケ） 

■世界遺産 必ず知っておきたい 150 選 歴史・ 

見どころがわかるビジュアルガイド 

（「世界遺産 150 選」編集室） 

■喪の旅 愛しい人に出会い直す （河合真美江） 

■よくわかる日本の城 日本城郭検定公式参考書 

 増補改訂版     （小和田哲男、 加藤理文） 

■〈ガザ〉を生きる パレスチナの若者たち 

10 年の手記（アフメド・アルナウク、パム・ベイリー/編） 

■農民の記憶 犀川のほとりにて  （みみこ） 

■河合隼雄 たましいに向き合う(別冊太陽) 

（河合 俊雄/監） 

■探偵小説の鬼 横溝正史 謎の骨格にロマンの衣 

を着せて(別冊太陽)      （山口 直孝/監） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

実用書 

■がんばらないコンポスト生活  （服部雄一郎） 

■せかいにひとつだけの「好き」をつくろう かぎ 

編みの、推しこもの      （もちだ あかり） 

■信州おでかけガイド 2026-2027 （長野 Koamchi） 

文庫・新書  

■うさぎ玉ほろほろ        （西條 奈加） 

■豊臣秀長 ある補佐役の生涯   （堺屋 太一） 

■明治のナイチンゲール 大関和物語（田中 ひかる） 

■過疎ビジネス           （横山 勲） 

■コナン・ドイル伝 ホームズよりも事件を呼ぶ男 

（篠田 航一） 

絵本 

■もみじのてがみ         （きくちちき） 

■さかさま おとなのいいぶんと 

こどものいいぶん        （TERUKO） 

■しっぽのぽっぽ                  （加藤 絢子） 

■ハグのうた          （おーなり由子） 

児童書 

■しじんのゆうびんやさん       （斉藤 倫） 

■マンガと図鑑でおもしろい！わかるノーベル賞の

本 自然科学部門  （うえたに夫婦/著、若林文高/監） 

■おおじしん さがして、はしって、まもるんだ 

子どもの身をまもるための本（石塚ワカメ、清永奈穂） 

■すがたをかえる食べものずかん  （石井克枝/監） 

■夢をかなえるゾウ 子ども版１  （水野 敬也） 

■海辺の宝もの       （ヘレン・ブッシュ） 

■ミハイルのハーモニカ            （高橋 良子） 

 ６ 月 の 新 着 本  （５月２５日から貸出） 

絵本 

児童書 一般 
 お探しの本が蔵書として無

い場合、他の図書館から本を借

り受けできる『相互貸借』や、

電子図書館である『デジとしょ

信州』の蔵書を探してみれば、

見つかるかもしれません。も

し、探していて見つからない本

があればご相談ください 

（まるやま） 
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☆
陶
芸
教
室

　
六
月
一
八
日
（
木
）

　
　
　
二
ޒ
日
（
木
）

　
　
　
午
後
ࣣ
時
Ỗ

　
会
場
・
村
民
会
ؗ
　
講
ಊ 

☆
い
く
さ
か
歩
こ
う
部

・
Ӊ
ཹ
լ
・
大
日
޲
コ
ー
ε

　
六
月
二
日
（
Ր
）

　
　
　
午
前
九
時
Ỗ

ू
合
場
所
・
山
ਗ਼
࿏
の
ڷ
ࢿ

料
ؗ
ற
ं
場

・
੺
地
ଂ
コ
ー
ε

六
月
一
ࣣ
日
（
ਫ
）

　
　
　
午
前
九
時
Ỗ

ू
合
場
所
・
ε
カ
Π
ε
ϙ
ー

ツ
ެ
Ԃ
ற
ं
場

※
Ӎ
ఱ
時
は
̗
ˍ
̜
ւ
༸
セ
ン

タ
ー
へ
お
ӽ
し
く
だ
さ
い
。

☆
絵
手
紙
教
室

　
六
月
　
六
日
（
土
） 

　
　
　
午
前
一
〇
時
Ỗ

　
会
場
・
ࣇ
ಐ
ؗ
　
૑
࡞
室

☆
い
く
さ
か
健
康
ス
ポ
ー
ツ

　フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
！

六
月
二
ࣣ
日
（
土
）

　
　
　
午
前
九
時
Ỗ

会
場
・̗
ˍ
̜
ւ
༸
セ
ン
タ
ー

ମ
ҭ
ؗ

※
ৄ
ࡉ
は
全
ށ
഑
෍
チ
ϥ
γ
を

ご
֬
ೝ
く
だ
さ
い
。

は
女
の
仕
事
、
と
い
う
Ձ
஋
観

か
ら「
だ
か
ら
உ
は
や
ら
な
く

て
も
い
い
」
に
な
っ
て
い
る
、や

っ
て
み
た
け
ど
う
ま
く
で
き
ͣ

苦
手
ҙ
識
、
࠺
に
ࢦ
ఠ
さ
れ
る

の
が
ݏ
、໘
౗
で
や
り
た
く
な
い

な
ど
で
݁
局
手
を
出
さ
ͣ
ආ
け

る
、
家
事
を
ࣗ
෼
の
仕
事
と
ߟ

え
て
い
な
い
఺
が
あ
り
ま
す
。

　
家
事
は
生
活
の
࣭
や
ຬ
଍
度

に
も
大
き
な
Ө
ڹ
を
༩
え
ま

す
ݱ。
୅
の
ڞ
ಇ
き
家
ఉ
で
は
、

ޓ
い
に
ຬ
଍
の
い
く
家
ఉ
生
活

を
ૹ
る
た
め
に
も
、
家
事
に
つ

い
て
࿩
し
合
っ
て
お
く
こ
と
が

ඞ
ཁ
で
は
な
い
で
し
Ỷ
う
か
。

日
本
で
は
女
性
が
主
に
家
事

を
୲
う
܏
޲
に
あ
り
ま
す
。
உ

性
の
ಇ
き
方
が
௕
時
間
࿑
ಇ
な

ど
ܹ
務
ա
͗
て
家
事
を
す
る
時

間
が
な
い
、
と
い
う
事
が
ཧ
༝

だ
っ
た
り
も
し
ま
す
が
、
࿑
ಇ

時
間
が
୹
く
て
も
し
な
い
人
は

し
な
い
し
、
ܹ
務
で
も
や
る
人

は
や
る
と
い
う
ௐ
ࠪ
݁
Ռ
も
。

　
ڞ
ಇ
き
で
࿑
ಇ
時
間
が
΄
と

ん
ど
変
わ
ら
な
い
よ
う
な
場
合

で
も
、家
事
が
相
変
わ
ら
ͣ
女
性

任
せ
な
の
は
な
ͥ
で
し
Ỷ
う
か
。

　
無
ঈ
࿑
ಇ
で
あ
る
家
事
は
࿑

ಇ
で
は
な
い
、と
い
う
ߟ
え
方
。

உ
は
֎
で
有
ঈ
࿑
ಇ
を
し
て

Ք
͗
、
家
事
な
ど
の
無
ঈ
࿑
ಇ

Ⓒ
段

　丹
映
子

　無
断
転
載
禁
止
（
「
ち
い
さ
な
ジ
ェ
ン
ダ
ー
」
ほ
お
ず
き
書
籍
）

　～ 家事労働って ～　～ 家事労働って ～

みんなで進もう！ 第2回

男女共同参画社会

࿡
݄

　ެ
ຽ
ؗ
ڭ
ࣨ
・
ࣾ
ձ
ڭ
ҭ
ỏ
ੜ
֔
ֶ
श
ؔ
࿈
Π
ϕ
ϯ
τ
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新入生18名、新任職員６名を迎えて、全校児童72名、学校職員24名で、令和８
年度の生坂小学校がスタートしました。
村教育目標「豊かな自然、ひと、食と癒しに恵まれた『山紫水明』の郷生坂
で、新しい時代を生き抜く力を養い、故郷生坂を想い、生坂村と共に生きようと
する人材の育成」及び学校教育目標「一人ひとりが輝く生坂っ子」具現に向け、
子どもと職員が力を合わせ、「日本一楽しい学校」を目指します。今年度も、地
域の皆様の温かな御支援と御協力をお願いいたします。

『わが教師十戒』 毛涯章平
ҰɹࢠͲ΋Λɺ͜ ͹͔ʹ͢Δͳɻࢣڭ͸ɺແҙࣝ

ͷ͏ͪʹࢠͲ΋Λ໨Լͷ者ͱͯ͠ݟ·͏ɻ
ͷਓ֨ͱͯ͠ର౳Ͱ͋ΔɻݸͲ΋͸ɺҰࢠ

ೋɹنଇ΍ݖҖͰɺࢠͲ΋Λ࢛ํ͔Β͍࠹Ͱ͠
·͏ͳɻඞͣҰํΛ։͚ͯ΍Εɻ͞ ΋ͳ͍
ͱɺࢠͲ΋ͷ心͕஠ଉ͠ɺׇ͢ރΔɻ

ɹۙ͘ʹ͖ͯɺࣗࡾ ෼ΛऔΓͪͨࢠ͘רͷɺͦ ͷ
ྠͷ֎ʹ͍Δࢠʹ໨Λ͚ͯ޲΍Εɻ

࢛ɹ΄ΊΔ͜ͱ͹΋ɺ͠ ͔Δ͜ͱ͹΋ɺਅͷʮѪ
͠ʹͲ΋ͷ心ࢠʯ͸ɺඞͣޠʯͰ͋ΕɻʮѪޠ
ΈΔɻ

Ͳ΋ͱ༡ΜͰ΍ΕɻͦࢠɹՋΛͭͬͯ͘ɺޒ ͜
ʹɺ本౰ͷࢠͲ΋͕ͯ͑͘ݟΔɻ

࿡ɹ੒ՌΛ͙ٸͳɻཪ੾ΒΕͯ΋ɺͳ͓ɺ৴ͯ͡
଴ͯɻڭҭ͸ࠜ͘Β΂Ͱ͋Δɻ

ࣣɹࢣڭͷྗҎ্ʹ͸ɺࢠͲ΋͸৳びͳ͍ɻਫ਼ਐ
Λ͓ͨ͜Δͳɻ

ീɹࢣڭ͸ʮਗ਼໌ʯͷ心Λࣦ͏ͳɻͱ͖ʹ͸ɺ́ ͬ
ͱ͢Δস͍ͱɺ̓ ూͷͪ࣋ؾΛ͓ͤ͜͞Δ
心΍ΓΛ๨ΕΔͳɻෆݏػɺແѪ૝͸ɺࢠͲ
΋ͷ心Λ҉͘͢Δɻ

۝ɹࢠͲ΋ʹɺૉ௚ʹ͋΍·ΕΔࢣڭͰ͋Εɺա
ͪ͸ɺ͜ ͪΒʹ΋͋Δɻ

ेɹ֎ই͸੺νϯͰ࣏Δɻࢣڭͷ༩͑ͨ心ͷই
͸ɺͲ͏΍࣏ͬͯͭ͢΋Γ͔ɻ

˞4月̍日ͷ৬һ会ٞͰɺ্ ໟ֔ষฏઌੜͷه
ʮेࢣڭռʯΛશ৬һͰ֬ೝ͠合͍·ͨ͠ɻ

始業式での校長講話より
શߍͷΈͳ͞Μɺ͓ ͸Α͏͍͟͝·͢ɻͦ ͯ͠ɺਐڃ

͓ΊͰͱ͏͍͟͝·͢ɻ
̏月̎̒日（໦）ɺ৽年౓४備͕͋Γ·ͨ͠ɻ̐ ʙ̒年

ੜ͕ొͯ͘͠ߍΕɺ৽年౓ͷ४備Λͯ͘͠Ε·ͨ͠ɻօɺ
Λͯ͘͠Εͯɺ໨΋͖Β͖Βً͍ࣄ࢓ͲΜͲΜ͍ͯͮؾ
͍ͯͯɺૉ੖Β͔ͬͨ͠Ͱ͢ɻ̎ ɽ̏ 年ੜͷօ͞Μ΋ɺ৽
ɻ͍͢·͍ࢥΔͷΛ心଴ͪʹ͍ͯͨ͜͠ͱͱ·͕࢝ظֶ
Α͍Αɺ৽ֶ͕࢝ظ·Γ·ͨ͠ɻࠓ年΋1年ؒɺؤுΓ·
͠ΐ͏ɻ

ͯ͞ɺੜࡔখֶߍͷֶߍ໨ඪ͸ʮҰਓͻͱΓً͕͘ੜ
ʹʯࢠͬࡔʯͰ͢ɻʮҰਓͻͱΓً͕͘ੜࢠͬࡔ ͳΔͨΊ
ʹɺͲ͏͢Ε͹͍͍Ͱ͠ΐ͏͔ʁߍ௕ઌੜ͸ɺօ͞ΜҰ
ਓͻͱΓ͕ɺֶ ͷશͯͰɺ಄ͱ心ͱମΛҭͯΔ͜׆ੜߍ
ͱ͕ɺֶ ʹʯࢠͬࡔ໨ඪʮҰਓͻͱΓً͕͘ੜߍ ͭͳ͕ͬ
͍ͯ͘ͱ͍ࢥ·͢ɻ
ʮ಄ΛҭͯΔʯͰ͸ɺࣗ ෼͔ΒਐΜͰֶ習ʹऔΓ૊Έɺ

஌ࣝΛ਎ʹ͚ͭͳ͕Βɺ考͑ΔྗΛҭͯͯ΄͍͠ͱ͍ࢥ
·͢ɻ
ʮ心ΛҭͯΔʯͰ͸ɺࣗ ෼͔ΒਐΜͰ૘΍͔ͳѫࡰΛ͢

Δ͜ͱɺҰੜ໋ݒ૟আΛ͢Δ͜ͱɺΫϥεͷ׆ಈɾࣇಐ会
ಈɾۚ׆ ؅όϯυɾ͍ ͔͘͞ ɾֶ֤ छࣄߦ౳Ͱɺ༑ୡͱྗ
Λ合ΘͤΔ͜ͱΛ௨͠ɺ༏͍͠心ɾ૬खΛ͍ࢥ΍Δ心Λ
ҭͯͯ΄͍͠ͱ͍ࢥ·͢ɻ
ʮମΛҭͯΔʯͰ͸ɺຖ日ͷొԼߍΛؤுΔ͜ͱɺମҭ

͍ͬؾݩతʹऔΓ૊Ή͜ͱɺάϥϯυ΍ମҭ館Ͱۃੵʹ
ͺ͍ʹ༡Ϳ͜ͱɺӡಈ会΍Ϛϥιϯେ会౳ʹɺউͪෛ͚
ʹؔΘΒͣɺਅ݋ʹऔΓ૊Ή͜ͱɺڅ৯Λ͔ͬ͠Γ৯΂
Δ͜ͱ౳Ͱɺ͍ڧମΛҭͯͯ΄͍͠ͱ͍ࢥ·͢ɻ

ઌੜํ΋ɺօ͞ΜʮҰਓͻͱΓً͕͘ੜࢠͬࡔʯʹ ͳ
ΔͨΊʹɺશྗͰαϙʔτ͠·͢ɻ

ͷօ͞Μͱߍɺશ͕ߍখֶࡔ௕ઌੜ͸ɺੜߍɺʹޙ࠷
ઌੜํʹͱͬͯɺָ ͷͳ͍ɺ日本ͰҰ൪ָ͍͠ํ࢓ͯ͘͠
ߍɻ日本Ұֶָ͍͢͠·͍ͯͬࢥͳͬͯ΄͍͠ͱʹߍֶ
ʹ͢ΔͨΊͷΞΠσΟΞ͕͋ͬͨΒɺ͍ ͭͰ΋୲೚ͷઌ
ੜ΍ֶߍதͷઌੜํɺڭ಄ઌੜɺߍ௕ઌੜʹͩͯ͑͘ڭ
͍͞ɻ·ͨɺࣇಐ会Ͱ΋ɺ日本Ұֶָ͍͠ߍΛ໨׆ͯ͠ࢦ
ಈ͍ͯͩ͘͠͞ɻօͰྗΛ合Θͤɺ日本Ұֶָ͍͠ߍΛ૑
Γ·͠ΐ͏ɻ̍ 年ؒΑΖ͓͍͘͠͠ئ· （͢講࿩ൈਮ）ɻ

小学校だより
令和8年度がスタートしました令和8年度がスタートしました
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生坂中学校　「入学式」生坂中学校　「入学式」

ɾड෇にて

ɾอऀޢと一ॹにू合ࣸਅ

ɾ新入生代දѫࡰ

ɾ࠷ॳの学׆

中学校だより
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村
ಠ
ࣗ
の
ࢧ
ԉ
ۚ
制
度
「
ឺ

ͮ
く
り
ࢧ
ԉ
ۚ
」
の
今
年
度
事

ۀ
を
ื
ू
し
ま
す
。

　
こ
の
ࢧ
ԉ
ۚ
制
度
は
、
地
区

や
各
छ
ஂ
ମ
の
օ
さ
ん
が
地
域

の
特
৭
を
生
か
し
た
地
域
振
興

や
活
性
Խ
の
た
め
、
ࣗ
主
త
に

取
り
組
Ή
ڞ
ಉ
事
ۀ
に
か
か
る

経
費
に
対
し
て
、
村
が
予
ࢉ
の

ൣ
ғ
内
で
補
助
ۚ
の
交
付
を
行

う
制
度
で
す
。

　
事
ۀ
ܭ
ը
や
申
請
に
つ
い
て

は
、村
ͮ
く
り
ਪ
進
室
、ま
た
は

地
区
୲
当
৬
員
ま
で
お
気
軽
に

ご
࿈
བྷ
く
だ
さ
い
。

⿟

ิ
ॿ
ର
৅
ࣄ
ۀ

　
地
域
振
興
や
活
性
Խ
の
た
め

に
区
や
ৗ
会
、
ޒ
໊
Ҏ
上
の
村

民
に
よ
り
ߏ
੒
さ
れ
て
い
て
主

に
村
内
で
活
動
し
て
い
る
ஂ
ମ

が
ࣗ
主
త
、
主
ମ
త
に
取
り
組

Ή
事
ۀ
で
す
。た
だ
し
、Ӧ
ར
を

໨
త
と
し
た
ऩ
ӹ
事
ۀ
や
फ
ڭ

త
・
政
࣏
త
な
催
し
、́
か
の
補

助
ۚ
制
度
の
助
੒
対
৅
と
な
っ

て
い
る
事
ۀ
等
は
対
৅
֎
と
し

ま
す
。

⿟

ࢧ
ԉ
ۚ
ิ
ॿ
཰

　
事
ۀ
交
付
対
৅
経
費
の
ࣣ
ׂ

Ҏ
内
、
ݶ
度
額
ࡾ
〇
ສ
ԁ
ま
で

⿟

ަ
෇
ର
৅
ࣄ
ۀ
೥
౓

　
ಉ
一
事
ۀ
を
ෳ
数
年
に
わ
た

り
実
施
す
る
場
合
は
、
ݪ
ଇ
ࡾ

年
Ҏ
内
を
ݶ
度
と
し
て
、
補
助

対
৅
と
す
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。

　
た
だ
し
、
特
ผ
な
ཧ
༝
に
よ

り
村
௕
が
ೝ
め
た
事
ۀ
に
つ
い

て
は
こ
の
ݶ
り
で
は
あ
り
ま
せ

ん
。

⿟

ަ
෇
ਃ
੥
ॻ
の
ఏ
ग़
ظ
ݶ

　
六
月
ࡾ
〇
日
（
Ր
）
ま
で

˙
お
問
い
合
わ
せ

　
村
ͮ
く
り
ਪ
進
室

 

☎
六
九
ổ
ࡾ
一
一
一

ྩ
࿨
ീ
೥
౓
ủ
ੜ
ࡔ
ଜ
ឺ
ͮ
͘
Γ
ࢧ
ԉ
ۚ
Ứ

ྩ
࿨
ീ
೥
౓
ủ
ੜ
ࡔ
ଜ
ឺ
ͮ
͘
Γ
ࢧ
ԉ
ۚ
Ứ

ࣄ
ۀ
を
ื
ू
し
ま
す

ࣄ
ۀ
を
ื
ू
し
ま
す

大城・京ヶ倉登山道整備
（令和７年度）

申請団体 事業名 事業内容

1

下生野区 下生野区五社宮宝蔵
整 備事業 

・下生野区五社宮宝蔵の屋根
改修 

・下生野区五社宮宝蔵周辺の
立木 の整備

2

西手常会 西手公民館補修事業 ・西手公民館押し入れ土台の
取替 

・西手公民館廊下及び床の張
替

3
大日向区 大日向神社祭囃子復

活 事業
・大日向神社宝物殿の修繕 
・お囃子に必要な道具等の整

備

4
雲根常会 生坂産ワインづくり事 

業
・「創造の森」ワイン用ぶどう

栽培 設備の設置

5
草尾神明宮氏子
総代

草尾神明宮補修事業 ・草尾神明宮の石積の積みな
おし 

・社の破損個所の修繕

6

生坂村農林水産 
物生産者組合

いくさか農業 松本山 
雅ＦＣとともに全緑登 
頂事業

・農産物販売促進イベントの
開催 

・193 カラットカードの配布 
・ＴＶＣＭをはじめとした各メ

デ ィアを活用した広告の実
施

7

生坂村観光協会 #landscape 大城・京
ヶ 倉をもっと世に出す
事 業

・テキスト本の作成及び講習
会の 開催

・登山道及び周辺環境の整備 
・トレッキングツアー協力、宣

伝・ ＰＲ

計 ７団体　７事業

⁃ྩ࿨̓೥౓ͷ࣮֓ۀࣄࢪཁҰཡද ਃ੥͔Βަ෇·ͰͷྲྀΕۀࣄ⁃

申申請請書書のの提提出出

令和８年６月３０日（火）までに、交付申請書に

より提出します。

選定委員会の審査

選定委員会の委員は、職名等により５名以内で組

織し審査を行い、交付(不交付)決定を行います。申

請団体の代表の方にご出席いただき、説明をしてい

ただきます。

交付(不交付)決定通知

事業に着手。交付決定後に、事業内容等を変更し

ようとするときは、変更交付申請書等を提出し、そ

の承認が必要です。

実績報告書及び請求書の提出

事業完了後は、３０日以内または年度の末日のい

ずれか早い日に、必要書類を添付し実績報告書を提

出します。



��

朝食は１日の活動のため大切なエネルギー源です。しっかり食べて元気に過ごしましょう。

今回は、「イタリアン巣籠り卵」のレシピをご紹介します。このメニューは一皿で、主菜（た

んぱく質が多く含まれるおかず）、副菜（野菜のおかず）を一緒に食べることができます。忙し

い朝には最適です。ぜひ、ご家庭でお試しください。

今回のおすすめレシピは

※ 朝食は、一日の始まりに大事な栄養源です。しっかり食べて、頭、体に 喝 を入れましょう

※ 電子レンジで目玉焼きを作るときは、卵黄を爪楊枝で突いて爆発を防ぎましょう

1人分 栄養価

エネルギー 285Kcal たんぱく質 15.1ｇ 材料費：約 110円

脂 質 22.6ｇ 炭水化物 6.6ｇ 作業時間：約 2５分

食塩相当量 1.8ｇ

作り方

① キャベツは太目のせん切りにする。トマトは

３㎜厚さのいちょう切りにする。ウインナー

は斜めに半分に切る。

② フライパンに油を熱して、キャベツ、ウインナ

ーを炒める。塩、こしょうをふる。

③ 耐熱性の容器にキャベツ、ウインナー、トマト

を入れる。野菜の真ん中に卵を割り入れる。黄

身を数カ所、爪楊枝で突いて穴を開ける。

④ ③の上にピザ用チーズをのせて、ふんわりと

ラップをかけて、６００W の電子レンジで

３分加熱する。

⑤ 食べるときにトマトケチャップをかける。

材料（１人分）

キャベツ ６０ｇ

ウインナー 1本半

トマト ２５ｇ

卵 １個

塩 少々

こしょう 適宜

ピザ用チーズ ２５ｇ

油 大さじ１/２

トマトケチャップ 適宜

おすすめの組み合わせ

主食： ロールパン

主菜：

副菜：

副々菜： 野菜たっぷりのスープ

（ミネストローネなど）

デザートで果物を一緒に食べてビタミン補給も

巣籠り卵

誰でも簡単☆朝食レシピ

イタリアン巣籠り卵
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M O N T H L Y  R E P O R T

月刊 創造の森
年間プログラムの第一弾がスタート

春を迎えたかと思えば、あっという間に夏を彷彿とさせる日差しの強さに、先が思いやられる今日この
頃（執筆時は4月27日）。皆さまいかがお過ごしでしょうか。今月号では、いくさか『創造の森』で開催
した年間イベントプログラムの第一弾である、「春の野鳥観測とそばづくりプロジェクト」の開催レポー
トをお届けします。
A C T I V I T Y  0 1

立教大学奇二先生による野鳥観測
観測会は早朝6時からスタート。生坂

村公式自然研究員向けには4時30分集合
の回も実施しました。生坂村公式自然研
究員5名・村外2名・村内13名・役場職
員4名の計24名が参加。
耳を澄ませて鳴き声から鳥の種類を判

別したり、双眼鏡で見分けたりしながら、
合計で35種類の野鳥を観測。改めて村
の豊かな自然を目の当たりにしました。
A C T I V I T Y  0 2

朝食と交流・そばの播種
野鳥観測の後は、村で収穫した山菜・

羽釜ご飯・採れたての玉子などを参加者
みんなで食べました。藤澤村長も参加し、
公式自然研究員を中心とする交流の時間
となりました。
朝食後は創造の森の奥に位置する棚田

でそばの実を播種。公式自然研究員から
のアイデアをそのまま実践した新たなチ
ャレンジで、そば打ち・実食までこぎつ
けたいと思います。
A C T I V I T Y  0 3

センサーカメラの設置
プログラムの最後には、7台のセンサ

ーカメラを設置しました。いくさか『創
造の森』に生息する動物のありのままの
姿を捉えるのが目的です。創造の森周辺
にはムササビがいる痕跡があるとのこと
で、その姿をカメラに収めるのが今回の
目標です。

早朝からお昼まで、盛り沢山なプログラムとなった
第一弾。予想以上の方にご参加いただけたことに、感
謝の気持ちでいっぱいです。初参加の方も複数おり、
今後も少しずつ、いくさか『創造の森』の認知・活動
の輪が広がっていくと嬉しいです。
次回のプログラムもぜひご参加ください！

ご案内
7月5日（日）午後より、立教大学・
奇二正彦准教授をお招きした夏の生
物観測と竹を使ったワークショップ
（仮）を創造の森で開催。
村内在住者は無料でご参加いただけ
ます。

お申込・お問い合わせ：
村づくり推進室 0263-69-3111

申込はこちら

月刊 創造の森 執筆：いくさか大好き隊 尾井田
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新
年
度
が
࢝
ま
り
、
ࡩ
も
༿

ࡩ
に
な
り
、
ΰ
ー
ϧ
σ
ン
΢
ィ

ー
Ϋ
も
あ
っ
と
い
う
間
に
ۦ
け

ൈ
け
、
ֶ
ߍ
も
৬
場
も
མ
ͪ
ண

い
て
き
た
の
で
は
な
い
で
し
Ỷ

う
か
ʁ

　
い
く
さ
か
の
ڷ
も
ࣣ
年
໨
を

ܴ
え
、
売
場
も
山
ࡊ
か
ら
ϋ
チ

Ϋ
へ
と
生
坂
村
産
೶
産
෺
の
ό

τ
ン
が
౉
さ
れ
ま
し
た
。
　  

　
ό
τ
ン
が
౉
さ
れ
た
と
言
え

͹
、
い
く
さ
か
の
ڷ
を
୲
当
す

る
村
໾
場
・
振
興
課
の
୲
当
が

新
人
の
ࣉ
ౡ
༏
ً
さ
ん
と
関
ޱ

広
行
係
௕
に
変
わ
り
ま
し
た
。

　
こ
れ
ま
で
も
い
く
さ
か
の
ڷ

は
様
ʑ
な
変
Խ
を
し
て
き
ま
し

た
が
ϑ
Ϩ
ッ
γ
ュ
な
ϝ
ン
ό
ー

が
Ճ
わ
り
、
い
ま
ま
で
に
は
な

令
和
ࣣ
年
一
〇
月
に
か
あ
さ

ん
家
に
就
৬
し
て
、
໿
൒
年
が

た
ͪ
ま
し
た
。

ࢲ
に
と
っ
て
、ॳ
め
て
の
ҿ
৯

ۀ
へ
の
就
৬
で
す
。
ҿ
৯
ۀ
っ

て
、
ど
ん
な
仕
事
ʁ
な
に
を
す

れ
͹
い
い
ʁ

ະ
知
の
ੈ
ք
で
ෆ
҆
も
あ
り

ま
し
た
。

ॳ
め
て
経
験
す
る
事
、
֮
え

な
け
れ
͹
な
ら
な
い
事
が
、あ
ま

り
に
沢
山
あ
っ
て
ڻ
く
͹
か
り

で
し
た
。ॳ
め
て
Ώ
え
に
、仕
事

を
ཧ
解
す
る
の
に
時
間
が

か
か
っ
て
し
ま
う
事
も
あ

り
ま
し
た
。

一
つ
一
つ
֬
実
に
仕
事

を
֮
え
ཧ
解
が
出
དྷ
る
様

に
し
て
い
き
た
い
と
、ৗ
に

ࢥ
っ
て
い
る
と
こ
Ζ
で
す
。

今
は
ま
だ
、
ઌ
ഐ
方
の
動

き
の
ྑ
さ
と
、
ૣ
い
仕
事

ぶ
り
に
ײ
動
し
て
い
ま

す
。
ま
ͣ
は
ૣ
く
仕
事
を

֮
え
、
ઌ
ഐ
方
の
様
に
き

ͼ
き
ͼ
と
動
き
、
手
ૣ
い

仕
事
が
出
དྷ
る
様
に
、
ま

か
っ
た
新
た
な
γ
ナ
δ
ー
発
生

に
Ӻ
௕
は
今
か
ら
と
て
も
ָ
し

み
で
す
ʂ

新
し
い
ײ
性
や
ࢥ
い
付
き
を

言
༿
に
し
て
チ
Ỿ
Ϩ
ン
δ
す
る

こ
と
で
、
変
Խ
が
進
Խ
に
つ
な

が
り
新
た
な
生
坂
村
の
Ձ
஋
が

生
ま
れ
る
は
ͣ
で
す
。

変
Խ
に
取
り
組
Ή
こ
と
は
、

や
る
と
た
ぶ
ん
໘
౗
く
さ
い
こ

と
が
た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
が
、

ࢥ
い
ඳ
い
た
通
り
で
な
く
て
も

݁
Ռ
と
し
て
生
坂
村
に
わ
͟
わ

͟
๚
れ
て
く
だ
さ
る
方
ʑ
に
স

إ
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な
っ
て
ま
た
དྷ
た
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と
ࢥ

っ
て
い
た
だ
く
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村
民
や
近
ྡ

地
域
の
方
ʑ
に
や
っ
ͺ
り
生
坂

村
は
い
い
Ͷ
と
ࢥ
っ
て
も
ら
え

る
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う
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も
い
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さ

か
の
ڷ
は
変
Խ
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進
Խ
を
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て

い
き
た
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と
ࢥ
い
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す
。

た
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Ͷ
ự
・・・
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（
স
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す
֬
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事
ぶ
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໨

ࢦ
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て
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と
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෼
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ഐ
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ࢥ
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生
坂
村
の
օ
さ
ん
こ
ん
に
ͪ

は
ʂ
い
く
さ
か
大
޷
き
ୂ
の
∁

開
ࣚ
ཬ
で
す
。

こ
の
四
月
で
、
生
坂
村
に
Ҡ

ॅ
し
て
ࡾ
年
໨
を
ܴ
え
ま
し

た
。
あ
っ
と
い
う
間
の
よ
う
で
、

振
り
ฦ
る
と
沢
山
の
出
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い
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経
験
が
あ
り
、
গ
し
ͣ
つ
こ
の

村
で
の
฻
ら
し
に
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れ
て
き
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と
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じ
て
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。
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ϐ

ー
で
し
た
ʂ
た
く
さ
ん
า
い
た

あ
と
の
お
ห
当
は
、と
ー
っ
て
も

ඒ
ຯ
し
く
ײ
じ
ま
し
た
。স
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෩
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よ
り

明
科
高
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だ
よ
り
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科
高
校
だ
よ
り

明
科
高
校
だ
よ
り

生
坂
村
の
օ
様
、こ
ん
に
ͪ
は
。

日
ࠒ
よ
り
本
ߍ
の
ڭ
ҭ
活
動
に
対

し
、
多
大
な
る
ご
ཧ
解
と
Թ
か
い

ご
ࢧ
ԉ
を
い
た
だ
き
、
৺
よ
り
ײ

ँ
申
し
上
͛
ま
す
。

今
年
度
よ
り「
໌
Պ
ߴ
ߍ
だ
よ

り
」の
ࣥ
ච
を
୲
当
す
る
こ
と
に

な
り
ま
し
た
ڭ、
಄
の
઒
উ
ࠀ
ਔ

と
申
し
ま
す
。生
坂
村
の
օ
様
に
、

本
ߍ
の
生
ె
た
ͪ
の
生
き
生
き
と

し
た
࢟
や
、日
ʑ
の
ڭ
ҭ
活
動
の

様
ࢠ
を
定
ظ
త
に
お
ಧ
け
し
て
ま

い
り
た
い
と
ࢥ
い
ま
す
。
ど
う
ͧ

よ
Ζ
し
く
お
ئ
い
い
た
し
ま
す
。

˕
ೖ
ֶ
ࣜ

四
月
ࣣ
日
、四
ࣣ
໊
の
新
入
生
を

ܴ
え
、
令
和
八
年
度
入
ֶ
ࣜ
を
ڍ

行
い
た
し
ま
し
た
。新
入
生
た
ͪ
の

ظ
଴
と
গ
し
の
ۓ
ு
が
入
り
ࠞ

じ
っ
た
ද
情
が
、ମ
ҭ
ؗ
に
૘
や
か

な
෩
を
ӡ
ん
で
く
れ
ま
し
た
。

新
入
生
୅

ද
の
宣
੤
で

は
、「
໌
Պ
ߴ

ߍ
の
一
員
と

し
て
੹
任
あ

る
行
動
を
৺

ֻ
け
、
ࡾ
年

間
を
ॆ
実
さ

せ
る
た
め
に
Կ
事
に
も
ਅ
݋
に

努
力
を
ଵ
ら
ͣ
、様
ʑ
な
活
動
に

ੵ
ۃ
త
に
取
り
組
み
た
い
」と
力

ڧ
い
決
ҙ
が
ड़
΂
ら
れ
ま
し
た
。

そ
の
႒
と
し
た
࢟
は
、こ
れ
か
ら

の
੒
௕
を
予
ײ
さ
せ
る
ඇ
ৗ
に

ҹ
৅
త
な
も
の
で
し
た
。

˕
৽
ೖ
ੜ
׻
ܴ
ձ

生
ె
会
が
ا
ը
し
た「
新
入
生

׻
ܴ
会
」で
は
、झ
޲
を
ڽ
ら
し
た

部
活
動
঺
հ
や
、
ֶ
ߍ
行
事
を
ま

と
め
た
動
ը
が
上
ө
さ
れ
ま
し
た
。

ઌ
ഐ
た
ͪ
の
೤
৺
な
ק
༠
と
໌
る

い
স
إ
に
、新
入
生
た
ͪ
の
ۓ
ு
も

গ
し
ͣ
つ
΄
͙
れ
た
様
ࢠ
で
、会
場

は
Թ
か
な
ഥ
手
に
แ
ま
れ
ま
し
た
。

˕
৽
ೖ
ੜ
ݚ
म

入
ֶ
௚
後
の
ࡾ
日
間
、ߴ
ߍ
生

活
の
土
୆
を
࡞
る「
新
入
生
研
修
」

を
実
施
し
ま
し
た
ߍ。
内
Ҋ
内
、情

報
Ϟ
ϥ
ϧ
研
修
ߍ、
௕
講
࿩
ߍ、
Վ

࿅
श
の
΄
か
、
課
題
テ
ε
τ
も
行

わ
れ
ま
し
た
。

新
た
な
஥

間
と
ڞ
に
、

໌
Պ
ߴ
ߍ
の

令
和
八
年
度

が
い
よ
い
よ

本
֨
࢝
動
し

ま
す
。

 

（
จ
੹
⽅
ڭ
಄
　
઒
উ
ࠀ
ਔ
）
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ࣃ
を
ࣦ
う
ݪ
Ҽ
の
第
一
Ґ
が

ࣃ
प
ප
、二
Ґ
が
Ή
し
ࣃ
で
す
。

　む
し
歯
に
な
る
プ
ロ
セ
ス

஬
ࣃ
は
ޱ
の
中
の
ࡉ
ە
が
৯

෺
に
ؚ
ま
れ
る
౶
࣭
か
ら
ࢎ
を

つ
く
り
、
ࣃ
の
カ
ϧ
γ
΢
Ϝ
を

༹
か
す
ප
気
で
、
ݪ
Ҽ
と
な
る

ࡉ
ە
は
ࣃ
޶
の
中
に
ॅ
み
つ
い

て
い
ま
す
。

⿟
ミ
ュ
ー
タ
ン
ε
ە
な
ど
஬
ࣃ

に
関
わ
る
ࡉ
ە
数
が
多
い

⿟
ࣃ
の
࣭
が
ऑ
い

⿟
౶
࣭
を
ස
ൟ
に
と
る

⿟
ଣ
ӷ
の
෼
ൻ
が
গ
な
い

と
い
っ
た
৚
݅
が
ॏ
な
る

と
、
ࣃ
が
ࢎ
に
さ
ら
さ
れ
る
時

間
が
௕
く
な
り
、
Ή
し
ࣃ
の
発

঱
Ϧ
ε
Ϋ
が
ߴ
ま
り
ま
す
。

　む
し
歯
を
放
置
す
る
と

ࣃ
の
Τ
ナ
ϝ
ϧ
࣭
が
༹
け
出

し（
୤
փ
）、進
行
す
る
と
ࣃ
の
一

部
が
ܽ
མ
し
て
݀
が
あ
く
の
が

Ή
し
ࣃ
で
す
。
そ
の
ま
ま
์
ஔ

す
る
と
Ή
し
ࣃ
が
Τ
ナ
ϝ
ϧ
࣭

の
Լ
の
૚
の
৅
է
࣭
ま
で
ࢸ

り
、
ܹ
し
い
௧
み
を
ײ
じ
ま
す
。

を
ӫ
ཆ
に
し
て
ࣃ
प
ප
ە
が
さ

ら
に
૿
৩
し
、
進
行
し
て
い
く

ප
気
が
ࣃ
प
ප
で
す
。

　歯
周
病
を
放
置
す
る
と

ࣃ
प
ϙ
έ
ッ
τ
の
ਂ
さ
が
四

ᶱ
ະ
ຬ
は
「
軽
度
ࣃ
प
ප
」
で
、

ࣃ
͙
き
は
੺
く
ज
れ
、
出
݂
し

や
す
く
な
り
ま
す
。
ࣃ
प
ϙ
έ

ッ
τ
の
ਂ
さ
が
四_

六
ᶱ
に
な

る
と
「
中
等
度
ࣃ
प
Ԍ
」
で
ࣃ、

の
ࠜ
ݩ
が
࿐
出
し
て
ࣃ
が
௕
く

ݟ
え
ま
す
。
六
ᶱ
Ҏ
上
の
ਂ
さ

に
な
る
と
、
ࣃ
を
ࢧ
え
る
ࣃ
प

組
৫
が
ഁ
յ
さ
れ
、
࠷
終
త
に

ࣃ
が
ൈ
け
མ
ͪ
ま
す
。

　
ࣃ
が
多
く
࢒
っ
て
い
る
人
や

গ
な
く
て
も
ٛ
ࣃ
を
入
れ
て
い

る
人
は
、
ࣃ
が
গ
な
く
ٛ
ࣃ
を

入
れ
て
い
な
い
人
に
ൺ
΂
て
、

ೝ
知
঱
の
発
঱
や
స
౗
の
Ϧ
ε

Ϋ
が
௿
く
な
り
ま
す
。

い
つ
ま
で
も
ࣗ
෼
の
ࣃ
で
ඒ

ຯ
し
く
৯
΂
ま
し
Ỷ
う

　
生
坂
村
ࣃ
Պ
਍
ྍ
所

さ
ら
に
進
行
す
る
と
ࣃ
਷
ਆ
経

ま
で
ୡ
し
、そ
の
後
、ਆ
経
が
ࢮ

ん
で
௧
み
が
な
く
な
る
こ
と
も

あ
り
ま
す
。
や
が
て
ࣃ
ࠜ
だ
け

࢒
っ
た
ঢ়
ଶ
に
な
る
と
ࣃ、
を
ൈ

か
͟
る
を
え
な
く
な
り
ま
す
。

歯
周
病
に
な
る
プ
ロ
セ
ス

ࣃ
प
ප
は
、
ࣃ
と
ࣃ
͙
き
の

ڥ
໨
の
ࣃ
प
ϙ
έ
ッ
τ
に
す
み

つ
い
て
い
る
ࣃ
प
ප
ە
が
૿
৩

し
て
ى
こ
り
ま
す
。
ࣃ
͙
き
が

Ԍ
঱
を
ى
こ
す
と
出
݂
を
܁
り

ฦ
し
、
そ
の
݂
ӷ
の
మ
෼
な
ど

　
Ӎ
に
ચ
わ
れ
た
新
྘
が
気
࣋

ͪ
の
ྑ
い
ق
અ
に
な
り
ま
し
た
。

օ
様
は
、
೶
事
に
ਫ਼
が
出
る

日
ʑ
で
は
な
い
で
し
Ỷ
う
か
。

ॳ
Ն
の
日
ࠩ
し
を
ཋ
ͼ
て
׼

を
か
い
た
後
は
、
木
࣭
ό
Π
Φ

Ϛ
ε
チ
ッ
ϓ
Ϙ
Π
ϥ
ー
の
大
ཋ

場
で
Ϧ
ϑ
Ϩ
ッ
γ
ュ
し
て
く
だ

さ
い
。

入
ཋ
後
の
キ
ン
キ
ン
に
ྫྷ
え

た
生
Ϗ
ー
ϧ
は
࠷
ߴ
で
す
よ

Ͷ
。や
ま
な
み
૳
で
は
、৯
ಊ
に

て
生
Ϗ
ー
ϧ
中
δ
ἀ
ッ
キ
一
ഋ

に
ᰤ
ࢠ
ࡾ
ݸ
と
ࢬ
౾
を
付
け
た

「
ͪ
Ỷ
い
ҿ
み
セ
ッ
τ
」が
޷
ධ

で
す
。
一
〇
〇
〇
ԁ
で
と
り
あ

え
ͣ
ҿ
め
て
お
手
軽
な
セ
ッ
τ

ͥ
ひ
ご
ར
༻
く
だ
さ
い
。

ޒ
月
の
ΰ
ー
ϧ
σ
ン
΢
Π
ー

Ϋ
໌
け
か
ら
開
催
し
て
い
ま
す

新
྘
ϓ
ϥ
ン
は
、六
〇
〇
〇
ԁ
の

ご
ԅ
会
を
ご
ར
༻
し
て
い
た
だ

き
、
॓
ധ
に
生
坂
村
ࡏ
ॅ
の
方

が
一
人
い
ら
っ
し
Ỵ
る
と
ே
৯

付
き
॓
ധ
が
お
一
人
様
一
〇
〇

〇
〇
ԁ
で
お
ധ
り
い
た
だ
け
る

௒
お
得
な「
;
る
さ
と
॓
ധ
ύ
ッ

Ϋ
」が
人
気
で
す
。ಉ
ڃ
会
や
家

଒
会
に
通
ৗ
の
料
ۚ
よ
り
໿
四

〇
〇
〇
ԁ
΄
ど
お
҆
く
な
っ
て

い
ま
す
の
で
ご
ར
༻
く
だ
さ
い
。

こ
れ
か
ら
ॵ
い
Ն
が
や
っ
て

き
ま
す
。վ
修
工
事
で
ۭ
ௐ
を
一

新
し
て
い
ま
す
の
で
、
շ
ద
な

ۭ
間
を
ఏ
ڙ
で
き
る
と
ࢥ
い
ま

す
。
৯
ಊ
、大
ཋ
場
、ご
ԅ
会
な

ど
ྋ
み
に
い
ら
し
て
く
だ
さ
い
。

や
ま
な
み
૳
ε
タ
ッ
ϑ
一
ಉ

օ
様
の
お
ӽ
し
を
お
଴
ͪ
し
て

お
り
ま
す
。

ࣃ
ỳ
ͽ
ồ
た
͍
Ή

Ώ
の
ん
び
り

湯
っ
た
り

や
ま
な
み
荘

⾣
݄
ସ
Θ
Γ
ύ
ε
λ
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令
和
八
年
度
が
始
ま
り
、
早

く
も
一
カ
月
余
り
が
経
過
し
ま

し
た
。明
科
消
防
署
で
は
四
月
一

日
か
ら
新
体
制
と
な
り
、地
域
に

暮
ら
す
皆
さ
ま
の「
生
命・身
体・

財
産
を
守
る
」と
い
う
消
防
の
使

命
を
果
た
す
べ
く
、日
々
ま
い
進

し
て
い
ま
す
。

さ
て
、皆
さ
ま
は
近
頃
消
防
車

が
火
災
予
防
に
関
す
る
注
意
喚

起
を
し
な
が
ら
走
行
し
て
い
る

姿
を
見
か
け
た
こ
と
が
あ
り
ま

す
か
。総
務
省
消
防
庁
の
統
計
に

よ
る
と
、日
本
各
地
で
発
生
し
て

い
る
山
火
事
の
約
七
割
は
、冬
季

か
ら
春
季（
一
月
か
ら
五
月
）に

か
け
て
集
中
的
に
発
生
し
て
い

ま
す
。こ
の
こ
と
か
ら
明
科
消
防

す
と
と
も
に
、
投
げ
捨
て
を
し

な
い
。

◦
火
遊
び
は
し
な
い
、さ
せ
な
い
。

◦
火
入
れ
、た
き
火
等
を
行
う
際

は
、あ
ら
か
じ
め
消
防
署
に
所
定

の
様
式
で
届
け
出
を
す
る
。（
総

務
省
消
防
庁
か
ら
の
通
知
に
基

づ
き
、全
国
の
各
市
町
村
の
火
災

予
防
条
例
で
届
け
出
に
つ
い
て

定
め
ら
れ
て
い
ま
す
。所
定
の
様

式
は
各
消
防
署
所
の
窓
口
に
用

意
し
て
あ
り
、松
本
広
域
消
防
局

の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
も
印
刷

で
き
ま
す
。）

◦
林
野
火
災
注
意
報
、
火
災
警

報
が
発
令
さ
れ
て
い
る
際
は
、

火
入
れ
、
た
き
火
等
を
行
わ
な

い
。（
令
和
八
年
発
行
、
広
報
い

く
さ
か
二
月
号
の
防
災
ア
ド
バ

イ
ス
に
林
野
火
災
注
意
報
、
火

災
警
報
に
つ
い
て
詳
細
が
掲
載

さ
れ
て
い
ま
す
。）

ち
ょ
っ
と
し
た
不
注
意
が
山

火
事
に
つ
な
が
り
ま
す
。大
切
な

自
然
や
財
産
を
守
る
た
め
、一
人

ひ
と
り
が
火
の
用
心
を
心
が
け

る
と
と
も
に
、火
の
取
扱
い
に
は

細
心
の
注
意
を
払
い
ま
し
ょ
う
。

お
問
合
わ
せ
は
　
松
本
広
域

消
防
局
明
科
消
防
署 

☎
六
二-

二
九
九
二

署
に
お
い
て
も
、こ
の
時
季
に
増

加
す
る
火
災
を
予
防
す
る
た
め
、

管
轄
す
る
区
域
内
を
広
報
す
る

と
と
も
に
巡
回
し
て
い
ま
す
。

ợ
ࢁ
Ր
ࣄ
๷
ࢭ
の
औ
Γ
૊
Έ
Ụ

令
和
八
年
の
山
火
事
防
止
統

一
標
語
は
、「
山
火
事
を
　
起
こ

す
も
防
ぐ
も
　
私
た
ち
」で
す
。
　
　
　

こ
の
山
火
事
は
、明
科
消
防
署

が
管
轄
す
る
地
域
で
も
昨
年
に

引
き
続
き
今
年
も
発
生
し
て
お

り
、特
に
今
の
季
節
は
空
気
が
乾

燥
し
、
風
の
強
い
日
が
多
い
た

め
、山
火
事
が
発
生
し
や
す
い
時

季
と
な
っ
て
い
ま
す
。

そ
こ
で
、山
林
を
火
災
か
ら
守

る
た
め
、明
科
消
防
署
か
ら
皆
さ

ま
に
次
の
事
項
に
つ
い
て
お
願

い
が
あ
り
ま
す
。

◦
枯
草
等
の
生
え
て
い
る
火
災

が
起
こ
り
や
す
い
場
所
で
は
、火

入
れ
、た
き
火
等
を
行
わ
な
い
。
　

◦
火
気
の
使
用
中
は
そ
の
場
を

離
れ
ず
、使
用
後
は
完
全
に
消
火

す
る
。

◦
強
風
時
及
び
乾
燥
時
に
は
、火

入
れ
、た
き
火
等
を
行
わ
な
い
。

◦
あ
ら
か
じ
め
水
バ
ケ
ツ
や
消

火
器
等
を
用
意
し
て
お
き
、必
要

な
防
火
対
策
を
講
じ
て
お
く
。

◦
た
ば
こ
の
吸
い
殻
は
必
ず
消

今
年
度
、
松
本
山
雅
は
生
坂

村
「
脱
炭
素
先
行
地
域
づ
く
り

事
業
」
の
事
務
局
を
サ
ポ
ー
ト

す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。 

私

た
ち
は
、
サ
ッ
カ
ー
ク
ラ
ブ
の

運
営
を
通
じ
て
培
っ
て
き
た

“
人
に
伝
え
る
力
”
や
“
地
域
と

と
も
に
歩
む
姿
勢
”を
活
か
し
、

村
民
の
皆
さ
ん
に
と
っ
て
身
近

で
分
か
り
や
す
い
情
報
を
お
届

け
し
て
い
き
ま
す
。

今
、生
坂
村
で
は
人
口
約
一
，

六
〇
〇
人
の
小
さ
な
村
と
は
思

え
な
い
ス
ピ
ー
ド
で
、
脱
炭
素

の
取
り
組
み
が
進
ん
で
い
ま

す
。
広
報
誌「
龍
と
子
」や
Ｗ
ｅ

ｂ
ペ
ー
ジ
、
Ｓ
Ｎ
Ｓ
な
ど
で
情

報
発
信
が
行
わ
れ
て
い
ま
す

が
、専
門
用
語
も
多
く「
よ
く
分

か
ら
な
い
ま
ま
」
と
い
う
声
も

少
な
く
あ
り
ま
せ
ん
。

そ
も
そ
も
、
な
ぜ
生
坂
村
が

こ
の
挑
戦
を
進
め
て
い
る
の

か
。 

そ
の
背
景
や
意
味
を
、村

民
の
皆
さ
ん
自
身
が
理
解
し
、

納
得
し
、そ
し
て
“
我
が
事
”
と

し
て
関
わ
っ
て
い
た
だ
け
る
よ

う
に
。 

私
た
ち
は
、新
し
い
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
づ
く
り
に
も
取
り

組
み
な
が
ら
、
村
民
の
皆
さ
ん

と
一
緒
に
未
来
の
生
坂
村
を
考

え
て
い
く
情
報
発
信
を
進
め
て

ま
い
り
ま
す
。

【防災アドバイス】

　松本広域消防局
　　　明科消防署

〈山火事防止について〉

ྩ
࿨
ീ
೥
౓
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୤
୸
ૉ
ઌ
行
஍
Ҭ
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͘
Γ

ྩ
࿨
ീ
೥
౓
ủ
୤
୸
ૉ
ઌ
行
஍
Ҭ
ͮ
͘
Γ

ࣄ
ۀ
Ứ
ࣄ
຿
ہ
α
ϙ
ồ
τ
に
ͭ
͍
ͯ

ࣄ
ۀ
Ứ
ࣄ
຿
ہ
α
ϙ
ồ
τ
に
ͭ
͍
ͯ

中
曽
根 

英
良
さ
ん

（
88
歳
　
上
生
坂
）

◆
お
悔
や
み

◆
お
悔
や
み

　　申
し
上
げ
ま
す

申
し
上
げ
ま
す
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ݟ
ら
れ
る
な
ど
、ո
զ
も
な
く

無
事
に
終
了
し
ま
し
た
。

　
ま
た
、ツ
Ξ
ー
ࢀ
Ճ
者
Ҏ
֎

に
も
多
く
の
一
ൠ
ొ
山
者
が

๚
れ
、ొ
山
ಓ
は
大
変
賑
わ
い

を
ݟ
せ
て
い
ま
し
た
。

　
な
お
、ツ
Ξ
ー
終
了
後
に

は
ݩ、
気
ͮ
く
り
ࢧ
ԉ
ۚ
を
活

༻
し
て
࡞
੒
し
た
大
৓・
ژ
ἃ

૔
ొ
山
Ψ
Π
ド
Ϛ
ッ
ϓ
を
ࢀ

Ճ
者
へ
഑
෍
し
ま
し
た
。

　「
大
৓
・
ژ
ἃ
૔
を
広
く
ੈ

に
出
す
会
」と「
生
坂
村
観
光

協
会
」で
は
、今
後
も
ొ
山
ಓ

੔
備
や
ツ
Ξ
ー
の
開
催
、
宣

伝・
Ｐ
Ｒ
な
ど
、地
域
振
興
に

޲
け
た
取
り
組
み
を
進
め
て

ま
い
り
ま
す
。

　
四
月
一
八
日（
土
）
に「
大

৓・
ژ
ἃ
૔
　
य़
の
τ
Ϩ
ッ
キ

ン
ά
ツ
Ξ
ー
」が
開
催
さ
れ
ま

し
た
。

　
こ
の
ツ
Ξ
ー
は
、「
大
৓
・

ژ
ἃ
૔
を
広
く
ੈ
に
出
す

会
」
が
山
௖
か
ら
の
ோ
望
や
、

こ
の
時
ظ
に
ݟ
ࠒ
の
ߴ
山
২

෺
の「
ώ
カ
ή
ツ
ツ
δ
」
を
ݟ

て
ָ
し
ん
で
い
た
だ
こ
う
と

ا
ը
し
て
い
る
ツ
Ξ
ー
で
、今

年
で
二
〇
年
໨
を
ܴ
え
ま
し

た
。村
֎
か
ら
の
ࢀ
Ճ
者
ࡾ
ޒ

໊
と
本
会
会
員
、い
く
さ
か
大

޷
き
ୂ
員
、
観
光
協
会
事
務

局
৬
員
一
二
໊
の
総
੎
四
ࣣ

໊
で
τ
Ϩ
ッ
キ
ン
ά
を
ָ
し

み
ま
し
た
。

　
当
日
は
、午
前
八
時
に
̗
ˍ

̜
Լ
ற
ं
場
に
ू
合
し
、出
発

ࣜ
の
後
に
Ϛ
Π
Ϋ
ϩ
ό
ε
で

ສ
ฏ
ొ
山
ޱ
へ
Ҡ
動
を
し
ま

し
た
。

　
ొ
山
ޱ
で
準
備
ମ
ૢ
を
行

い
、四
൝
に
෼
か
れ
、
各
൝
一

ྻ
に
な
っ
て
時
ં
ٳ
ܜ
を
ڬ

み
な
が
ら
Ώ
っ
く
り
と
し
た

ϖ
ー
ε
で
ొ
り
ま
し
た
。

　
お
お
こ
͹
ݟ
੖
୆
や
അ
の

എ
か
ら
の
ோ
望
、ώ
カ
ή
ツ
ツ

δ
を
観
৆
し
な
が
ら
、य़
ら
し

い
૘
や
か
な
τ
Ϩ
ッ
キ
ン
ά

ツ
Ξ
ー
と
な
り
ま
し
た
。

　
ツ
Ξ
ー
当
日
は
ఱ
ީ
に
ܙ

ま
れ
、
޷
ఱ
の
も
と
開
催
さ

れ
、ώ
カ
ή
ツ
ツ
δ
の
܈
生
も

ඞ
ࢮ
に
આ
得
し
な
が
ら
ಀ
が
し

て
あ
͛
て
い
ま
す
。
ٽ
き
ڣ
ぶ

ଉ
ࢠ
を
આ
得
す
る
の
は
大
変
で

す
が
、
ࢠ
ڙ
た
ͪ
が
ࣗ
વ
に
৮

れ
合
い
な
が
ら
੒
௕
で
き
る
の

は
生
坂
村
の
ྑ
い
と
こ
Ζ
だ
な

と
վ
め
て
ײ
じ
ま
し
た
。

今
の
؀
ڥ
を「
当
た
り
前
」と

し
て
ଊ
え
る
の
で
は
な
く
৭
ʑ

な
ࢹ
఺
か
ら
ྑ
い
と
こ
Ζ
を
୳

し
て
い
く
こ
と
も
ָ
し
い
こ
と

だ
と
ࢥ
い
ま
し
た
。

ࢲ
は
Ҡ
ॅ
者
で
す
の
で
生
坂

村
に
つ
い
て
知
ら
な
い
こ
と
が

た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
。
օ
様
が

ࢥ
う
生
坂
村
の
ྑ
い
と
こ
Ζ
を

そ
っ
と
ڭ
え
て
く
だ
さ
い
。

 

（
今
ߔ
）

　
ࡩ
が
ࢄ
り
、
新
྘
の
ժ
生
え

と
と
も
に
、
ஆ
か
い
日
が
続
く

よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
օ
さ
ん

い
か
が
お
ա
ご
し
で
し
Ỷ
う
か
。

　
ࢲ
は
ε
Ϊ
Ֆ
ค
、
ώ
ϊ
キ
Ֆ

ค
の
࿈
続
ύ
ン
チ
で
、ඓ
ਫ
、く

し
Ỵ
み
、
໨
の
か
Ώ
み
と
日
ʑ

ઓ
っ
て
い
ま
す
。

　
さ
て
、
࿩
は
変
わ
り
ま
す
が
、

松
本
地
域
振
興
局
で
の
ۀ
務
で

様
ʑ
な
ࢠ
ҭ
て
ੈ
ଳ
の
方
と
お

࿩
し
す
る
機
会
が
あ
り
ま
し

た
。
松
本
市
な
ど
で
は
ࢠ
ڙ
を

༡
͹
せ
ら
れ
る
と
こ
Ζ
が
な
い
。

֎
で
༡
͹
ͣ
に
家
で
ή
ー
Ϝ
͹

か
り
や
っ
て
い
る
。と
の
೰
み
が

あ
る
と
の
こ
と
で
し
た
。

近
ご
Ζ
の
զ
が
家
で
は
、
ଉ

ࢠ
が「
今
日
は
い
っ
ͺ
い
カ
Τ
ϧ

を
捕
ま
え
た
よ
」「
テ
ン
τ
΢
Ϝ

γ
を
カ
Τ
ϧ
の
ご
൧
に
す
る
の
」

と
อ
ҭ
Ԃ
か
ら
ت
ん
で
࿈
れ
て

ؼ
っ
て
き
て
は
、家
の
中
で
์
そ

う
と
し
て
਌
を
ࠔ
ら
せ
て
い
ま

す
。ஆ
か
く
な
り
、や
っ
と
ౙ
຾

か
ら
֮
め
た
カ
Τ
ϧ
や
テ
ン
τ

΢
Ϝ
γ
の
気
࣋
ͪ
を
ߟ
え
る
と

গ
し
ෆ
ͼ
ん
に
ࢥ
い
、
ଉ
ࢠ
を

編
集
後
記

編
集
後
記

େ
৓
・
ژ
ἃ
૔
に
ొ
ỳ
ͯ
ώ
Χ
ή
π
π
δ
を
؍
Α
͏

େ
৓
・
ژ
ἃ
૔
に
ొ
ỳ
ͯ
ώ
Χ
ή
π
π
δ
を
؍
Α
͏
‼‼

य़
の
τ
Ϩ
ỽ
Ω
ϯ
ά
π
Ξ
ồ

य़
の
τ
Ϩ
ỽ
Ω
ϯ
ά
π
Ξ
ồ


